
255教育実践学研究 20,2015

－ 254 －

ＯＰＰシートを活用した中学校理科の授業改善に関する研究

A study about improving of the teaching science in junior high school by using OPP sheet
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要約：経験の浅い教師にとって，自分の力で授業改善を図っていくことは難しい。単

元全体や，毎授業で，生徒が何をどのように理解しているのかを把握することで授業

の問題点を抽出し，次時に反映していくことができれば，授業は少しずつ改善してい

く。本研究では，One Page Portfolio（OPP）シートを活用して，扱う単元に関する生徒

の素朴概念や毎授業の生徒の理解状況を把握し，それをもとに授業改善を図った。そ

の結果，OPP シートへの生徒の記述によって授業前・中・後で生徒の実態をみとり，シー

トの中で生徒と対話しながら一人ひとりに必要な働きかけができた。さらに，生徒の

実態から授業の問題点を把握して授業に反映させることができ，経験の浅い教師の授

業改善において OPP シート活用の有効性が示唆された。
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Ⅰ　はじめに

　本研究の出発点は，筆者の一人藤田の授業力のなさである。学部時代の授業実践では生徒とのコ

ミュニケーションが不十分で，生徒の実態も把握できておらず，一方的な授業を展開してしまった。

しかし当時は，自分の力不足を嘆くばかりで，授業のどこが問題で，どう変えれば良くなるのか，

分からなかった。

　そこで本研究では，授業の問題点を明確化し，具体的な授業改善を図っていくために，One Page 
Portfolio（OPP）シートを活用した。「One Page Portfolio Assessment (OPPA) は学習者が一枚の用紙に

授業前・中・後の学習履歴を記録し，その全体を学習者自身に自己評価させる方法である」（堀　哲

夫・渡邊　萌，2013）。授業者もこれをもとに，自分の授業の評価と改善を行うことができる。OPP
シートを活用した授業改善に関する研究は多く行われているが，本研究では大卒１年目の教師が授

業力を向上させるための一方法を提案する。

Ⅱ　研究の目的

　本研究の目的は OPP シートを活用して，生徒の実態を把握した上で授業を構成し，生徒の変容を

みとることにより授業を評価し，その結果をもとに授業を改善することである。そしてこれらを通

して授業力を向上させることを目指した。

Ⅲ　研究の方法

　平成 25 年９月，山梨県内公立Ａ中学校で授業実践を行った。第２学年１，２組を対象に，各クラ
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ス全８時間で，単元『動物のからだのつくりとはたらき　１．消化と吸収　２．呼吸のはたらき』を扱っ

た。

１　単元指導計画および授業で使用する OPP シートの作成

表１　単元「動物のからだのつくりとはたらき」の「消化と吸収」と「呼吸のはたらき」の単元指導計画

図１　作成したＯＰＰシートと記入例　表面（中２女子）

時 授業内容
学習
履歴

１

消
化
と
吸
収

「食べ物が通る道」
①動物が生きるためのしくみについて関心をもたせる。②動物が生きるためには食物を外界から取り入れなければ
ならないことを植物と比較して説明できるようにする。③口から取り入れた物質が消化管を移動する間に吸収され
やすい物質に消化されることを説明できるようにする。

１

２
「だ液の働き（実験）」
①デンプンが分解されることを消化酵素のはたらきと関連付けて考察できるようにする。②だ液によってデンプン
が分解されることを実験により調べることができるようにする。

２

３
「消化のしくみ」
①いろいろな消化酵素のはたらきで食物が吸収されやすい物質に分解されることを説明できるようにする。

３

４
「吸収するために消化する（実験）」
①消化により分解された物質が膜を通る物質となり，小腸から吸収されることを説明できるようにする。

４

５
「吸収されたもののゆくえ」
①吸収された養分の行方に興味を持たせる。②柔毛がある理由を養分の効率的な吸収と関連付けて説明できるよう
にする。③吸収された物質は血液の循環により全身の細胞へ運ばれることを説明できるようにする。

５

６
呼
吸
の
は
た
ら
き

「肺による呼吸」
①肺でのガス交換を説明できるようにする。②肺で知識・理解取り込まれた酵素は血液を通して全身へ運ばれるこ
とを説明できるようにする。③全身へ運ばれた酵素は何に使われるのかに興味をもち，化学変化と関連付けて考察
できるようにする。

６

７
「細胞による呼吸」
①養分からエネルギーを取り出すときに酸素が使われることを化学変化と結び付けて説明できるようにする。②細
胞の呼吸とは酸素を使って養分を分解しエネルギーを取り出すことであることが説明できるようにする。

７

８
ま
と
め

「すべてはつながっている」
①消化・吸収・呼吸・血液循環は独立したものではなく生きるための一連のしくみであることに気付かせる。②生
命を維持する働きを自分や周りの人にひきつけてとらえ，動物全体・生物全体に一般化し，生命の偉大さに気付か
せ生命を尊重する態度を養う。
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　授業実践前に単元指導計画と OPP シートを並行して作成した。単元指導計画の概要を表１に示す。

OPP シートは，Ａ３三つ折りで作成した。表面に本質的な問い欄と自己評価欄，裏面に学習履歴欄

を配置し，生徒が自己の変容を一目で確認できるように配慮した。学習履歴欄には，「授業タイトル」

を記入する欄と「最も大切だと思ったこと」を記入する欄，そして質問感想欄を設けた（図１，図

２参照）。

２　授業前の本質的な問い欄への生徒の記述による実態把握と指導案の作成

　授業実践の１か月前に，生徒に，作成した OPP シートの本質的な問い欄への記述をさせた。本質

的な問いに対する記述内容から，扱う単元に関する生徒の実態を把握した。把握した生徒の実態を，

指導案の作成に反映させた。

３　毎授業の評価と改善

　授業実践中は，生徒が毎時間書く OPP シートの学習履歴をもとにして，生徒の理解状況を把握し，

授業の評価を行って，次時での修正・改善を図った。

４　単元全体の授業評価

　全授業の後，OPP シートの授業前後の本質的な問いに対する記述の比較や，学習履歴の記述の変

化，自己評価の内容によって，授業全体の評価を行った。

Ⅳ　研究の結果と考察

１　学習前の本質的な問い欄への生徒の記述による実態把握と授業への反映

　授業実践の１か月程前に，OPP シートの学習前の本質的な問い欄を生徒に記述してもらった。記

図２　作成したＯＰＰシートと記入例　裏面（中２女子）
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述内容から，単元に関する生徒の素朴概念を可視化し，授業に反映することができた（表２参照）。

OPP シートの学習前の本質的な問い欄のこのような活用は前例がない。生徒の実態に即した授業づ

くりには有効な手立てであったと考えられる。

２　学習履歴による実態把握と授業評価，改善

（１）第３時の授業評価，改善

　第３時は「いろいろな消化酵素のはたらきで食物が吸収されやすい物質に分解されることを説明

できるようにする」を指導目標とし，表３に示した通りに授業を展開した。

　第３時の授業後，学習履歴欄への生徒

の記述により授業を評価した。まず，授

業タイトルに着目すると，第１時ではオ

リジナルのタイトルを書いたが，第３時

では疑問符をつける生徒や，無記入の生

徒が 53 名中６名いた（図３参照）。

　また，学習履歴欄の「最も大切だと思ったこと」の記述に着目すると，第３時の主な要素である

消化酵素について全く触れていない生徒が 53 名中 18 名いた（図４，図５参照）。

表２　生徒の実態把握と授業への反映

図３　第３時授業タイトルの例
　　　　　　　　（生徒Ａ　女子）

図４　第３時学習履歴の例（生徒Ｂ　女子） 図５　第３時学習履歴の例（生徒Ｃ　女子）

生徒の実態 授業への反映

消化・吸収・呼吸のそれぞれについての意味を簡単
に説明する生徒が多数

簡単な説明を土台に，生徒の知識・理解に広がりや
深みがでてくるように働きかけ

小学校第６学年で既習の「消化管」や「消化液」といっ
た単語を用いた生徒なし

既習事項も丁寧に確認

呼吸やエネルギーを誤認識している生徒が数名いる
吸収の意味を丁寧に扱う
第１回の授業でエネルギーとは何か把握させる

消化は胃で行われると記述した生徒が全体の 40％
第２，３回目の授業で，消化は胃のみで行われてい
るのではないことを強調

消化・吸収の関連を図った生徒は半数ほどいたが，
呼吸の関連を図った生徒は 53 人中１人だった

第７，８回目の授業で消化・吸収と呼吸の関連性を
より強調する

表３　第３時指導案（簡略化したもの）

学習活動

導入
○　OPP シートの返却
　・前回の復習

展開

○　消化酵素とは？
　・消化液には養分を分解する消化酵素という物質が含まれている
　・消化酵素は特定の養分にのみはたらく
○　消化酵素が出される場所
　・消化や呼吸に関わる器官を消化器官という
　・これらの消化器官から出される消化液に消化酵素が含まれる
○　それぞれの養分が分解されるまで
　（消化酵素のはたらきと最終的に何になるのか）
　・デンプンは…
　・タンパク質は…
　・脂肪は…
○　分解されて小さくなった養分は体内に取り込まれる
　・体内に養分を取り込むことを吸収という
　・吸収は小腸で行われる

まとめ ○　OPP シートの記入
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　これらのことから，授業の問題点は「構造化されていない」ことであると考えた。表３からわか

るように，１回の授業で扱う内容が多く，最も伝えたいことが明確になっていないことが生徒を混

乱させていると判断した。

　そこで，この問題を解決するために４つの改善を図った。第１に，授業者だけでなく生徒も授業

の柱を意識できるように，授業初めに何をやるのか生徒に伝えるようにした。第２に，生徒が授業

全体を整理できるように，授業終わりに本時のポイントを振り返るようにした。第３に，学習履歴

の内容から，生徒の理解度を把握し，次時の導入部分での復習内容や重さを考えるようにした。第

４に，前回の復習からわかったことを，学習履歴に書き加えてもよいことを伝え，生徒が自分の学

習履歴を見ながら必要な情報を選択できるようにした。

　これらの改善を加えて，次時に臨んだところ，第３時で授業タイトルをつけられなかった６名の

生徒全員が，第４時では授業タイトルをつけることができた（図６参照）。

　さらに，第４時の導入での前時の復習を受けて，教師の学習履歴欄の記述に対する「どうやって？」

「何を何に分解したでしょう？」などのコメントに数名の生徒が不足した内容を書き足すことができ

た（図７,図８参照）。

　このようにして，OPP シートの学習履歴欄への記述によりみとった生徒の実態から，授業の問題

点を把握して，授業改善に活かすことができたと考えられる。

（２）働きかけによる生徒の変容

　学習履歴では，生徒一人ひとりの学習状況を把握し，それぞれに必要な働きかけを模索した。

　生徒 D は，授業中の働きかけには反応がなく，学習履歴の質問感想欄に毎回，落書きが見られた。

授業中は話しかけても反応がなかった。そこで，生徒との関係を築いていくためにも，まずは，質

問感想欄に見られるように，生徒の落書きに授業者も落書きで反応していくことにした。第３時には，

授業中の学習履歴記入時の直接的な働きかけもあり，重要な単語を列挙することができた。そこで，

単語がたくさんかけたことを授業者のコメントで褒め，それぞれどんなものか問いかけた。第４時

には，図９-②で示すように，大切な箇所を強調しながら文章でまとめることができたのでコメント

でそのことを褒めた。この頃から，生徒Dは学習履歴の授業者のコメントに対して書き加えをし始め，

授業中も反応を示すようになった。第６時には，図を使ってまとめることができ，タイトルへの働

図６　第４時授業タイトルの例（生徒Ａ　女子）

図７　第３時の学習履歴に書き足しを行った
　　　生徒の例（生徒Ｂ　女子）

図８　第３時の学習履歴に書き足しを行った
　　　生徒の例（生徒Ｃ　女子）
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きかけにも，自分なりのタイトルを示すことができた（図９‐③参照）。

　このようにして，OPP シートを通して生徒と関係を築いていくことができた。また，生徒の小さ

な変化に気づき，適切なコメントを工夫することで，生徒の持つ力を引き出すことができたと考え

られる。

　生徒 E は，図 10‐①に示すように，第１時の授業では自分なりに学習履歴をまとめることができ

ていた。しかし授業を重ねるごとに，記述内容が雑になり，第６時は一文のみの記述となってしまっ

た（図 10‐②参照）。そこで，図 10‐②の授業者のコメントに見られるように，「第１回の学習履歴

と比べてどうですか？」と問いかけ，生徒に自己評価を促した。すると，第７時の学習履歴では，

第１時のように授業の大切な部分を自分なりにまとめることができた（図 10‐③参照）。

　このようにして，OPP シートの形態を有効に活用し，生徒自身に自己の変容に気付かせ，生徒の

力を引き出すことができたと考えられる。

３　単元全体の授業評価

（１）学習前後の本質的な問い欄への生徒の記述による授業評価

　学習前後の本質的な問い欄への生徒の記述を比較し，授業評価を行った。

　図 11 に示したように生徒 F は，学習前，消化と呼吸の流れを簡単に示すのみだった。学習後には，

食べ物の消化によりできた養分と，呼吸により取り込んだ酸素が「エネルギー」をキーワードに結

びつけられるようになった。 また，消化・吸収・呼吸の必要性を「体を動かす」ことに見い出した。

図９　生徒Ｄ（男子）の学習履歴の変容

①第２時

②第４時

③第６時
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①第１時

②第６時

③第７時

図10　生徒Ｅ（女子）の学習履歴の変容

図11　生徒Ｆ（男子）の学習前後の記述の変容
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　このように，多くの生徒の

記述に量的・質的な変容が見

られた。

　しかし，表４に示すように，

学習後に単元を貫く柱として

いた「消化・吸収・呼吸の関

連」が図れた生徒は半数にと

どまった。

　また，学習前には，文章で

体に取り入れた物の行方を大まかに書

けていた生徒 G は，学習後，授業の

中で扱った単語を列挙するのみとなっ

てしまった（図 12 参照）。学習前後で

記述内容が変わらず無記入の生徒もい

た。

　以上のことから，すべての生徒に対

して，本単元の柱を意識させることが

できなかったと言える。生徒によって

は，たくさんの単語を覚えるという印

象しか与えられなかったことが窺え，

本単元の面白さを見いだせなかった

と考えられる。この要因については V
で考察する。

（２）生徒の自己評価による授業評価

　OPP シートの自己評価欄には，「学習前後を比較して，何がどう変わったか，変わったことについ

てどう思うか」を記述してもらった。

　授業者のねらいとしてはこの欄に，自分の変容への気づきや，変容への気づきから得られた感動

や新たな考え，生命の偉大さや学ぶ面白さの気づきといった記述を望んでいた。しかし，ほとんど

の生徒が「授業を通して消化や吸収，呼吸の詳しい内容がわかった」と記述した。

　また，自己評価欄の生徒の

記述内容を分類すると，図 13

に示すように，授業の感想の

みを書いた生徒が 38％，学習

前後の変容まで記述した生徒

が 51％で，変容についてど

う考えるのかまで記述できた

生徒は７％にとどまった。こ

の要因については V で考察す

る。

表４　消化・吸収・呼吸の関連の有無（Ｎ=49）

図12　生徒Ｇ（女子）の学習前後の記述の変容

図13　自己評価欄の記述内容の分類（Ｎ=49）

記述内容
学習前
（％）

学習後
（％）

消化・吸収・呼吸の関連を図った生徒 2.1 48.9

消化・吸収・呼吸
の関連を図らな
かった生徒

消化・吸収・呼吸のすべてを用いて説
明しているがそれらの関連はない生徒

46.8 19.1

消化・吸収・呼吸のうち１つまたは２
つについて説明した生徒

34.0 23.4

単語のみ書いた生徒 8.5 4.2

無記入の生徒 8.5 4.2
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Ⅴ　おわりに

　本研究を通して，得られた成果は３点ある。第１に，OPP シートを作成し，使用する中で，単元

全体や毎授業を構造化する重要性を認識し，実践につなげられたことである。第２に，OPP シート

をもとに授業前・中・後で生徒の実態を把握し，コミュニケーションを図りながら，一人ひとりに

必要な働きかけを工夫できたことである。第３に，OPP シートをもとに授業を自己評価し，問題点

を把握して授業改善に取り組めたことである。これらの成果から，OPP シートを活用した授業改善

を通して自分の授業力を向上させることができたと考えられる。従って，経験の浅い教師にとって，

生徒一人ひとりの実態を可視化し，一人ひとりに働きかけながら具体的に授業改善を図っていくこ

とに，OPP シートの活用は有効であると示唆された。

　一方で，単元全体を通した授業評価から明らかになったように，課題も残された。明らかになっ

た課題の要因を考察する。第１に，教科書の内容を教えることに必死になってしまい，この学習で

何を感じてほしいのか，今後の生活にどう活かしてほしいのかという視点が明確でなく，生徒に学

習の面白さを感じさせることができなかったことが考えられる。第２に，OPP シートから把握した

生徒の実態を授業に適切に反映できず，授業者が口頭で伝えるという方法を多くとってしまった結

果，生徒の理解や実感を伴っていなかったことが考えられる。第３に，OPP シートを生徒が有意義

に使えるような授業者の働きかけが不十分であったことが考えられる。生徒が自己の変容に気付け

るよう，OPP シートのどこに注目すればよいのか，変容とはなんなのかを考えさせる機会を設ける

必要があった。

　これらを総括して，筆者の一人である藤田の大きな課題は，教科書や指導書をなぞるような授業

展開から抜け出せなかったことである。これを克服するためには，自分の知識量を含め，なぜこの

単元を学ぶことに意味があるのか，この単元の面白さは何であり，それを伝えるためにはどうすれ

ばよいのか，根底を問うて根っこをつかむまでの教材研究が必要であった。今回の授業実践を通し

て得られた課題を活かし，授業力を向上できるよう精進していきたい。

（附記）本研究は，藤田が教職大学院で堀の指導の下に行った教育実習の内容が基礎になっている。

藤田が堀の指導の下に授業実践を行い，その内容を基礎にして原稿を書き上げ，堀が加筆修正した。
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